
琉球王都発祥の歴史を何らかの形で活かせるのではな
いかと考えていた。
　その後、浦添市内の50近い事業者が集まって、まずは
目線合わせのワークショップを開催。浦添の良さって何
だと思う？ということを突き詰めるうち、ここにいる人そ
のものが資源だと気づく。浦添市内の全域を舞台として
捉え、期間限定とすることで特別感を設えるなどの工夫
を凝らしながら、歴史×事業者＝りっか！浦添という独
自の事業モデルが形づくられていった。

　浦添は琉球王都発祥の地であるにも関わらず、その
歴史に誇りを持っている市民が少なく、そもそも知らな
いという人が多い。観光客が素通りしている現実と、大
型商業施設や交通インフラの開発が計画されながら効
果を最大化する具体策が不在という状況に浦添商工会
議所は危機感を抱いていた。
　そんな折、全国で地域振興の手伝いをしていた、現・
代表理事である前田さんとの出会いがあり、補助事業へ
エントリーする機会を得た。この時点では課題解決につ
ながる具体策はまだ見出せていなかったが、仮説として

事業者と共に作り上げた体験イベント

浦添への愛・想いがぎっしり詰まった30日間。
りっか（行こうよ）！浦添！！

一般社団法人 りっか浦添

　こうして出来上がった、浦添を楽しむ地域体験イベン
ト「りっか！浦添」は、第1回目から820名を集客するな
ど大成功を収めた。何より37もの事業者が参加してくれ
たことが嬉しかった。
　また運営サイドは当初より、「補助金がなくなった後も
継続しなければならない。たとえ自己負担が発生するこ
とになっても、自分たちの地域を何とかしたいと思う方
だけ残って下さい」と伝え続けており、2回目のイベント

を迎えるタイミングで、商工会議所事業からスピンアウ
トし、志を共有するメンバーとともに法人を立ち上げ。
（補助金は最大3年間申請ができたが、2年間で卒業。）
補助金から離れることによって、参加事業者に利益を還
元できるというメリットもあった。イベントパンフレット
に広告を入れ、協賛金を募ることでも収支を確保し、赤
字を出さずにイベントを成り立たせることができた。

イベントの反響続々…！地域経済にも貢献

となって1件1件細かく事業者を訪問し、趣旨や目的、将来
に向けた展望などを丁寧に説明した。小手先のトークや
やり方ではなく、真摯に寄り添う姿勢が相手の心に響い

　イベントに参加する事業者は、商工会議所のネット
ワークを通じて声掛けしているが、第2回のイベントから
は口コミでも拡散されていった。代表の前田さんが中心
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一番大切なことは、地元の人・事業者が町を愛していること

　彼のようなハートを持った方に、もっと仲間に加わって
もらえるよう、法人としても積極的にアプローチしていくつ
もりだという。合言葉は「地元を盛り上げたい人と事業者の
ために」。気になる方、まずはイベントに足を運んでみて欲
しい。（毎年11月頃に開催）

　イベント後のアンケートからは、「浦添の魅力に気付く
きっかけをつくってくれてありがとう！」「浦添に生まれて
よかった！」という嬉しい反応をもらえた。この気持ちが郷
土愛に繋がり、地域が持続するための担い手が育ってくれ
るのではないだろうか、と法人メンバーは期待を寄せる。
　今後「りっか！〇〇」といった形で、県内の他市町村への
横展開を目指している。毎月どこかの市町村でイベントが
行われている状態が作れれば、県全体の観光としても更な
る底上げとなるだろう。そのためにも、イベントを一緒にサ
ポートしてくれる法人の仲間も増やしていきたいところ。
　第3回のイベントにお客さんとしてやってきた浦添出身
の又吉さんは、イベントの趣旨や内容に感銘を受け、自分
も何か手伝いたいと、法人のメンバー入りをした。今では、
なくてはならない心強いメンバーだ。

設 立 2019年

主な活動 地域体験型イベント「りっか！浦添」を通じた地域づくり

利用施策 日本商工会議所　地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト（2017、2018年）
浦添市まちづくりプラン助成金（2020年）

カテゴリー 地域の魅力発見／文化・伝統継承／観光・地域交流／人材育成

住　所 浦添市伊祖3-4 -12　伊々寿スポット302号

電話番号 098 -975 -5390 人 数 9名

りっか浦添メンバー。浦添の事業者を全力サポートりっか浦添メンバー。浦添の事業者を全力サポート

たのではないだろうか。
　歴史をテーマとしたイベントで何ができるか分からない…という事業者も
多いが、法人メンバーは、「一緒に考えましょう！」と背中を押す。
　ジェラート店では、浦添の特産品としてシルバー人材センターでも栽培して
いる桑の葉を使った商品を開発してもらった。イベントでの販売が始まると、
店の看板メニューであった抹茶ジェラートよりも人気となり、今では定番商品
となっている。
　お酒の飲み歩きツアーも評判の高いプログラムの1つ。初めてのお店にはな
かなか入りづらいが、そのきっかけ作りにと地元のビール会社とタイアップで
企画した。加盟した30店舗それぞれで配られているコースターを合わせると、
1枚の絵が完成するという仕掛けがあり、2名の強者がコンプリートした。絵が
完成せずとも複数のお店を訪れた人が多く、地域経済にも大きく貢献できた。 開発商品は店の定番メニューに開発商品は店の定番メニューに
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